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が
経
過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
う
し
く

里
山
の
会
は
、
雑
木
林
応
援
隊
」、「
自
然
観
察
出

前
講
座
」、「
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
じ
ゃ
が
い

も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
里
山
自
然
観
察
隊
」
な
ど

の
自
主
事
業
を
は
じ
め
、
牛
久
市
と
の
協
働
事
業

で
あ
る
特
別
事
業「
巨
木･

古
木･

希
少
木
リ
サ
ー

チ
事
業
」、
ま
た
「
牛
久
自
然
観
察
の
森
」
の
指

定
管
理
者
と
し
て
、
更
に
は
「
牛
久
観
光
ア
ヤ
メ

園
」、
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
か
ら
の

「
森
の
展
示
ル
ー
ム
」
受
託
事
業
な
ど
、
一
つ
一

つ
実
績
を
重
ね
、
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
忠
実
に
結

果
を
残
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
本
年
も
、
全

会
員
が
一
堂
に
会
す
る
重
要
な
第
四
回
通
常
総
会

が
や
っ
て
き
ま
す
。
夢
中
に
が
む
し
ゃ
ら
に
走
っ

て
き
た
こ
の
数
年
間
を
振
り
か
え
り
反
省
す
る
一

つ
の
節
目
と
し
て
も
、
新
た
な
一
年
の
目
標
を
確

認
す
る
意
味
に
お
い
て
も
、
会
員
の
皆
さ
ん
一
人

一
人
が
役
割
を
持
つ
大
切
な
総
会
で
す
。
ど
う
ぞ

ご
出
席
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
総
会
終
了
後
に
は
、

会
誕
生
五
周
年
を
記
念
し
た
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
い

た
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
会
員
外
の
方
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
周
知
下
さ
い
。

第
四
回
通
常
総
会

日
程　
　

平
成
二
〇
年
五
月
十
八
日
（
日
曜
日
）

場
所　
　

牛
久
自
然
観
察
の
森
レ
ク
チ
ャ
ー
室

時
間　
　

通
常
総
会　

午
前
一
〇
時
～
十
二
時

記
念
セ
ミ
ナ
ー　

午
後
一
時
～
三
時

テ
ー
マ　
　

森
の
聞
き
取
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

　
　
　
　
　

「
結
束
と
江
戸
の
接
点
を
検
証
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　
　

坂　
　

弘
毅

「
第
四
回
通
常
総
会
の
お
知
ら
せ
」

〈
坂　

弘
毅
〉

た
。

そ
ん
な
私
た
ち
の
最
初
の
主

催
行
事
は
「
こ
ど
も
星
見
隊
」。

同
じ
志
の
も
と
に
集
っ
た
有

志
が
、
き
ら
め
く
星
の
も
と

で
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

出
会
え
た
感
動
は
忘
れ
る
事

が
で
き
ま
せ
ん
。
以
降
、
様
々

な
活
動
を
行
う
な
か
で
、
時

に
は
周
囲
か
ら
厳
し
い
ご
指

導
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
活
動
拠
点
と
な
っ

た
市
内
各
地
区
の
皆
様
、
行

政
関
係
機
関
の
協
力
も
あ
り
、

厳
し
く
険
し
い
道
の
り
を
一

つ
一
つ
乗
り
越
え
実
績
を
積

み
、
平
成
十
六
年
十
月
に
は

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認

証
取
得
に
至
り
ま
し
た
。
そ

の
翌
月
に
は
、
第
一
回
里
山

セ
ミ
ナ
ー
「
里
山
を
楽
し
み
、

里
山
を
知
る
」
を
開
催
す
る

事
も
出
来
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
四
月
を
も
っ

て
、
当
会
は
市
民
団
体
と
し

て
生
ま
れ
て
か
ら
丸
五
年
、

法
人
格
取
得
か
ら
丸
三
年
半

　

平
成
十
五
年
四
月
、
牛
久
自
然
観
察

の
森
の
レ
ク
チ
ャ
ー
室
で
〈
う
し
く
里

山
の
会
〉
と
い
う
小
さ
な
市
民
団
体
が

産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
牛
久
の
里
山
を

愛
し
て
や
ま
な
い
有
志
の
集
ま
り
で
す
。

夢
や
希
望
に
溢
れ
な
が
ら
も
、
当
地
で

の
活
動
実
績
に
乏
し
い
団
体
が
如
何
に

多
く
の
市
民
に
認
知
し
て
も
ら
え
る
の

か
が
当
時
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
し
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と
し
て
、
ア
ヤ
メ
メ
ン
バ
ー
の
自
然
に
対
す
る
思

い
や
り
や
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
言
う
一
人
ひ

と
り
の
熱
い
思
い
が
実
績
を
作
っ
て
き
た
も
の
と

考
え
ま
す
。
雨
が
降
っ
て
も
猛
暑
で
も
黙
々
と
作

業
す
る
里
山
の
会
の
姿
勢
に
多
く
の
来
園
者
か
ら

熱
い
視
線
が
注
が
れ
ま
し
た
。
当
然
、
数
多
く
の

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
く
と
、
よ
し
、
も
っ
と
良

く
し
て
い
こ
う
と
い
う
や
る
気
が
湧
い
て
き
た
も

の
で
す
。

　

受
託
か
ら
丸
三
年
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
管
理
サ

イ
ク
ル
を
一
巡
さ
せ
、
そ
の
間
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、

カ
キ
ツ
バ
タ
、
ア
ヤ
メ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
を
完

全
に
把
握
し
て
再
生
と
い
う
大
き
な
課
題
を
達
成

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
のk

n
o
w
-h
o
w

は
次

の
ス
テ
ッ
プ
へ
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　

二
巡
目
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、〈
ゼ
ロ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
ア
ヤ
メ
園
の
現
況
を
維
持
〉。
即
ち

全
株
の
株
分
け
（
～
８
月
）
を
完
了
さ
せ
、
根
の

活
着
か
ら
開
花
全
盛
ま
で
の
三
年
間
を
管
理
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
一
巡
目
よ
り
も
大
き
な
テ
ー

マ
と
な
り
ま
す
。
一
巡
目
は
荒
廃
し
た
ア
ヤ
メ
園

で
し
た
か
ら
、
わ
ず
か
で
も
咲
け
ば
「
良
く
や
っ

た
」
と
い
う
評
価
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
二
巡

目
は
違
い
ま
す
。
最
初
か
ら
一
〇
〇
％
の
開
花
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
毎
年
一
〇
〇
％

の
開
花
が
達
成
で
き
て
は
じ
め
て
里
山
の
会
の
評

価
と
な
り
ま
す
。

　

牛
久
観
光
ア
ヤ
メ
園
の
管
理
受
託
を
里
山
の
会

で
議
論
し
た
の
は
四
年
前
で
し
た
。
里
山
の
会
が

観
光
資
源
の
再
生
に
何
故
手
を
出
す
の
か
、
里
山

の
会
は
環
境
保
全
が
会
の
目
的
で
あ
る
は
ず
、
と

言
う
一
部
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
強
く

ア
ヤ
メ
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂　

弘
毅

ア
ヤ
メ
園
の
受
託
事
業
完
了
報
告

　

平
成
十
九
年
度
の
ア
ヤ
メ
園
管
理
受
託
事
業

は
、
三
月
三
十
一
日
で
完
了
し
ま
し
た
。
平
成

十
九
年
度
と
い
う
年
は
、
受
託
か
ら
三
年
目
で
ア

ヤ
メ
園
の
再
生
完
了
と
い
う
節
目
の
年
と
な
り
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
は
、
こ
の
課
題
を
見
事
ク

リ
ヤ
ー
し
た
こ
と
が
特
筆
す
べ
き
事
項
で
あ
り
ま

す
。
先
月
号
に
も
ア
ヤ
メ
園
近
況
を
報
告
し
ま
し

た
が
、
今
月
は
年
間
の
事
業
完
了
報
告
と
し
て
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
の
活
動
を
数
値
で
表
し
ま
す

と
、
活
動
日
数
八
十
八
日
、
作
業
に
関
わ
っ
た

延
べ
人
員
八
九
二
人
、

活
動
時
間
三
四
九
三

時
間
と
い
う
膨
大
な

数
値
に
な
り
ま
す
。

こ
の
大
き
な
数
字
が

荒
廃
し
た
ア
ヤ
メ
園

の
再
生
を
成
し
遂
げ

た
実
績
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
公
益
性
を
重

ん
じ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

だ
か
ら
出
来
た
実
績

で
、
利
益
優
先
の
一

般
企
業
で
は
お
そ
ら

く
無
理
な
数
字
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

更
に
追
記
す
る
事
項

脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、
市
内
で

も
ま
れ
に
見
る
里
地
・
里
山
と
し
て
の
自
然
と
歴

史
が
残
さ
れ
た
重
要
な
場
所
で
あ
る
こ
と
、
ア
ヤ

メ
園
の
あ
る
場
所
は
〈
浮
田
〉
の
あ
っ
た
場
所
で
、

牛
久
の
自
然
環
境
を
再
生
す
る
重
要
な
エ
リ
ア
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
、
ア
ヤ
メ
園
の
管
理
受

託
を
決
め
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
当
初
の
暗
中
模

索
で
進
め
た
管
理
作
業
に
は
か
な
り
無
謀
な
賭
け

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら
三
年
が
経
過

し
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し
、
新
た
な
取
り
組
み

に
夢
を
描
い
て
い
ま
す
。

現
在
の
ア
ヤ
メ
園
の
中
に
は
小
さ
な
〈
牛
久
里
の

植
物
園
〉
を
開
設
し
、
牛
久
沼
の
水
辺
に
あ
っ
た

は
ず
の
希
少
植
物
を
観
察
で
き
る
よ
う
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ア
ヤ
メ
園
の
圃
場

の
中
か
ら
絶
滅
危
惧
種
の
野
草
の
開
花
か
ら
自
然

環
境
の
再
生
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
明
確
と
な
り

ま
し
た
。

　

次
年
度
の
課
題
は
前
述
の
よ
う
に
、〈
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
ア
ヤ
メ
園
の
現
況
を
維
持
〉
を

三
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
推
進
し
、
初
年
度
は

〈
株
分
け
と
根
の

活
着
〉。
二
年
目

は
〈
春
の
小
川
づ

く
り
〉。
三
年
目

は
〈
ア
ヤ
メ
園
か

ら
水
生
植
物
園
化

へ
〉
を
ア
ヤ
メ
園

管
理
受
託
事
業
の

課
題
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
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平
成
十
九
年
度
展
示
・
報
告
会
を
終
え
て

　

去
る
三
月
二
十
日
、
二
十
二
日
、
二
十
三
日
の

三
日
間
に
渡
り
、
平
成
十
九
年
度
巨
木
リ
サ
ー

チ
事
業
展
示
・
報
告
会
を
牛
久
自
然
観
察
の
森
で

開
催
し
ま
し
た
。
う
し
く
里
山
の
会
内
部
向
け
に

は
既
に
一
月
二
十
六
日
に
一
年
間
の
活
動
の
締
め

く
く
り
と
し
て
の
内
部
報
告
会
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
事
業
が
牛
久
市
と
の
協
働
事
業
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
一
般
公
開
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
・
報
告
会
を
開
催
す
る
に
当
っ
て

は
事
前
準
備
の
た
め
、
一
月
二
十
六
日
の
内
部

報
告
会
の
後
、
世
話
人
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
す

る
準
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
し
推
進
し
ま
し

た
。
展
示
・
報
告
会
の
内
容
は
事
業
（
寺
社
境
内

二
十
五
ヵ
所
の
樹
木
六
十
八
本
の
調
査
）
の
活
動

状
況
及
び
成
果
の
資
料
・
写
真
展
示
と
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
報
告
で
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。
渡
辺
事
業
代
表
の
企
画
・
指
導
の
も

と
、
樹
高
・
幹
周
・
植
生
・
街
路
樹
・
写
真
の
グ

ル
ー
プ
毎
に
展
示
資
料
・
ス
ラ
イ
ド
画
面
づ
く
り

を
進
め
、
合
同
で
の
準
備
作
業
の
他
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
試
写
会
、
リ
ハ
ー
サ
ル
も
そ
れ
ぞ
れ
数

回
実
施
し
ま
し
た
。

展
示
報
告
会
場
は
パ
ネ
ル
７
枚
を
「
コ
」
の
字
形

に
並
べ
、
展
示
資
料
の
掲
示
場
所
を
確
保
し
、
パ

ネ
ル
に
囲
ま
れ
た
中
に
ス
ラ
イ
ド
映
写
の
機
器
を

設
置
、
視
聴
者
席
を
設
け
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
説

明
が
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

展
示
資
料
の

内
容
は
ス
ラ
イ

ド
画
面
と
ほ
ぼ

同
じ
で
、
市
の

挨
拶
・
緑
化
の

意
義
等
の
文
章

及
び
巨
木
リ

サ
ー
チ
の
意

義
・
目
的
等
の

説
明
文
と
共

に
、
樹
高
や
幹

周
の
測
定
方

法
、
測
定
結

果
、
調
査
木
の
周
囲
の
植
生
や
街
路
樹
の
調
査

結
果
を
文
章
、
イ
ラ
ス
ト
、
グ
ラ
フ
、
街
路
地

図
、
写
真
の
形
で
掲
示
し
ま
し
た
。
写
真
グ
ル
ー

プ
は
パ
ネ
ル
３
枚
の
表
裏
の
両
面
を
使
っ
て
今

回
調
査
し
た
樹
木
の
内
二
十
八
種
の
写
真
を
展

示
し
ま
し
た
。
開
場
は
朝
九
時
（
初
日
は
十
時
）

か
ら
午
後
三
時
三
十
分
迄
で
し
た
が
、
ス
ラ
イ

ド
画
面
を
使
っ
た
説
明
会
は
午
前
十
時
か
ら
と

午
後
一
時
か
ら
の
二
回
、
所
要
時
間
約
一
時
間

で
実
施
し
ま
し
た
。
来
場
者
数
は
初
日
は
雨
で
九

人
と
少
な
い
数
で
し
た
が
、
最
終
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
積
極
的
な
呼
び
込
み
も
奏
効
し
、
六
十
六

人
と
多
く
な
り
、
三
日
間
合
計
で
百
十
三
人
と
な

り
ま
し
た
。　
　

　

ス
ラ
イ
ド
説
明
の
後
の
質
疑
で
は
幹
周
の
測
定

法
や
古
木
の
定
義
へ
の
疑
問
等
々
の
意
見
・
質
問

が
出
ま
し
た
。
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
来
場
者

数
も
ま
ず
ま
ず
で
、成
功
裏
に
終
了
で
き
ま
し
た
。

た
だ
、
展
示
資
料
及
び
ス
ラ
イ
ド
画
面
作
成
の
負

巨
木
リ
サ
ー
チ
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
塚 

芳
雄

「報告を聞く来場者」　渡辺　08.3.2

担
が
渡
辺
代
表
に
集
中
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
資

料
の
内
容
チ
ェ
ッ
ク
等
が
不
十
分
で
あ
っ
た
点
が

反
省
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
報
告
発
表
や
会
場
設
営
・
撤
去
等
の
作
業

に
お
い
て
は
総
務
担
当
者
の
手
配
、
観
察
の
森

ス
タ
ッ
フ
の
助
力
も
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

な
お
ス
ラ
イ
ド
説
明
を
特
定
の
人
が
行
う
の
で
は

な
く
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
都
合
の
つ
く
メ
ン
バ
ー

全
員
が
交
代
し
て
行
っ
た
こ
と
は
メ
ン
バ
ー
の
参

加
意
識
を
高
め
る
上
に
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

今
回
、
樹
高
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
展
示
・
報

告
会
に
携
り
ま
し
た
が
、
こ
の
展
示
・
報
告
会
を

通
じ
て
巨
木
リ
サ
ー
チ
事
業
の
目
的
（
市
民
の
巨

木
や
環
境
に
対
す
る
理
解
促
進
を
図
る
。）
が
達

成
で
き
た
か
を
考
え
た
時
、
展
示
内
容
も
市
民
へ

の
伝
達
方
法
も
ま
だ
ま
だ
の
感
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
も
残
す
と
こ
ろ
後
一
年
、
た
だ
木
の
高

さ
を
測
っ
て

い
る
だ
け
で

な
く
、
里
山

の
会
の
理
念

を
意
識
し
な

が
ら
活
動
に

臨
ま
な
け
れ

ば
と
改
め
て

感
じ
て
い
ま

す
。

「展示資料を見る来場者」　渡辺　08.3.20
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今
期
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
の
公
募
で
八

家
族
、
二
十
三
人
の
方
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
三
月
十
五
日
に
仕
事
始
め
。
会
員
五
人

の
作
業
。
畑
の
土
起
こ
し
。
じ
ゃ
が
い
も
用
地

２
３
０
㎡
（
収
穫
後
に
は
蕎
麦
畑
に
変
身
）
里
芋

な
ど
の
用
地
１
３
２
㎡
耕
耘
機
に
、
草
の
根
が
か

ら
み
つ
い
て
な
か
な
か
力
の
必
要
な
事
で
し
た
。

　

三
月
二
十
九
日
晴
れ
。（
内
子
ど
も
７
人
）
助

人
会
員
等
の
１
２
人
で
計
２
５
人
で
活
動
。
種
芋

を
植
え
ま
し
た
。
種
類
は
男
爵
・
メ
イ
ク
イ
ン
・

キ
タ
ア
カ
リ
・
ア
ン
デ
ス
レ
ッ
ド
の
４
種
。
九
時

に
全
員
で
ご
挨
拶
。
先
ず
は
、
じ
ゃ
が
い
も
の
種

類
に
よ
る
特
徴
の
説
明
を
受
け
る
。
今
日
の
収
穫

は
、
外
見
で
そ
の
種
類
を
見
分
け
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
な
。
伸
び
て
い
る
種
芋
の

目
を
取
っ
て
、
切
り
分
け
、
灰
を
つ
け
る
。
一
畝

分
当
た
り
の
４
４
切
れ
を
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
待

機
。“
ぼ
く
ア
レ
や

り
た
い
！
”
と
主
体

的
に
申
告
を
し
て
く

れ
る
姿
は
、
期
待
の

星
に
出
会
っ
た
よ
う

な
喜
び
で
し
た
。
畝

作
り
の
大
仕
事
に
挑

戦
し
て
い
る
お
父
さ

ん
に
は
、
三
歳
の
坊

や
が
着
き
っ
き
り
で

指
南
し
て
い
る
の

で
、
お
父
さ
ん
は
一

牛
久
自
然
観
察
の
森
報
告　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齊
藤　

孝

平
成
十
九
年
度
入
園
者
報
告

　

指
定
管
理
者
２
年
目
と
な
っ
た
平
成
十
九
年

度
の
総
入
園
者
数
は
、
前
年
比
１
０
６
％
増
の

５
万
３
７
４
人
と
な
り
、
平
成
二
年
（
１
９
９
０

年
）
の
開
園
以
来
十
八
年
目
に
し
て
初
の
５
万

人
台
を
記
録
し
ま
し
た
。（
参
考
：
平
成
１
７

年
度
は
２
万
８
４
５
０
人
、
平
成
十
八
年
度
は

４
万
７
４
３
０
人
）

　

一
方
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
と
第
一
駐
車
場

の
年
間
使
用
電
力
総
量
は
、
平
成
十
八
年
度
（
指

定
管
理
者
１
年
目
）
の
１
４
万
３
５
８
０
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
か
ら
、
１
３
万
５
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
へ
と
８
５
８
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
削
減
を
行
う

事
が
出
来
ま
し
た
。
バ
ッ
タ
原
で
３
９
℃
を
記
録

し
酷
暑
で
あ
っ
た
夏
季
、
同
じ
く
マ
イ
ナ
ス
９
℃

を
記
録
し
た
冬
季
と
、
冷
暖
房
の
需
要
が
多
か
っ

た
中
で
の
電
力
量
削
減
は
、
一
般
来
園
者
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
定
期
活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
な
し
で
は
達
成

出
来
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
指
定
管
理
者
３
年
目
を
迎
え
る
平
成

二
十
年
度
は
、
来
園
者
の
方
々
か
ら
改
善
要
望
が

多
数
出
さ
れ
て
い
た
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
、
大
雨
で
雨
道
が
出

来
て
し
ま
い
歩
き
づ
ら
く
な
っ
た
園
路
の
補
修

工
事
、
利
用
者
数
の
多
い
第
一
駐
車
場
ト
イ
レ
の

自
動
水
栓
化
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
こ
ち
ら
も
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
た
ネ

　

結
束
町
み
ど
り
の
保
全
区
エ
コ
ア
ッ
プ
作
戦

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ　
　

　

五
月
は
総
会
の
日
程
と
重
な
る
た
め
エ
コ
ア
ッ

プ
作
戦
は
１
回
の
み
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
会

員
の
力
を
結
集
し
て
元
気
な
森
づ
く
り
を
行
い
ま

し
ょ
う
！

　

五
月
十
七
日(

土)

午
後
１
時
～
３
時
３
０
分

集
合
場
所
・
時
間
→
い
ず
れ
も
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
１
階
倉
庫
前
・
予
約
不
要
（
雨
天
中
止
）

持
ち
物
→
長
靴
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み

物
（
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
）

※
杉
林
に
隣
接
す
る
雑
木
林
で
の
作
業
と
な
り
ま

す
の
で
、
マ
ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
が
必
要
な
方
は
持

参
し
て
下
さ
い
。

※
刈
払
い
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
使
用
は
資
格
所

有
者
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
）
会
事
務
局

（
０
２
９
‐
８
７
４
‐
６
６
０
０
担
当
：
斉
藤
）

結
束
町
み
ど
り
の
保
全
区
エ
コ
ア
ッ
プ
作
戦  

活
動
報
告　
　
　
　
　
　

        　

齊
藤　

孝

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
土
足
入
館
に
つ
き
ま
し
て

も
、
日
曜
や
祝
日
、
連
休
等
に
試
験
的
に
導
入
を

行
い
、
ワ
ッ
ク
ス
の
落
ち
方
な
ど
床
面
の
状
態
を

観
察
記
録
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
ら
レ
ン
ジ
ャ
ー
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

じ
ゃ
が
い
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

本
多　

昭
子
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第
一
回
植
物
ガ
イ
ド

「
各
種
の
ス
ミ
レ
の
花
を
見
る
」
を
開
催

　

四
月
十
二
日
（
土
）
の
「
植
物
ガ
イ
ド
」
参
加

者
は
里
山
の
会
員
十
一
名
と
市
の
広
報
な
ど
に

よ
る
一
般
参
加
者
１
２
名
の
総
勢
２
３
名
。
観
察

ル
ー
ト
は
刈
谷
町
、
城
中
町
の
カ
ッ
パ
の
碑
と
稲

荷
神
社
近
辺
、
そ
し
て
新
地
町
の
三
ケ
所
で
し
た
。

　

前
日
の
雨
も
上
が
り
絶
好
の
里
山
日
和
。
午
前

九
時
過
ぎ
に
渡
辺
泰
さ
ん
の
先
導
で
第
一
の
予
定

地
の
刈
谷
に
向
か
っ
た
。
途
中
、
刈
谷
町
内
に
お

住
ま
い
の
渡
辺
さ
ん
宅
の
庭
に
立
ち
寄
り
、
こ
こ

で
、
普
通
は
森
で
し
か
見
ら
れ
な
い
ニ
オ
イ
タ
チ

ツ
ボ
ス
ミ
レ
な
ど
を
見
せ
て
頂
く
。
刈
谷
四
、
五

丁
目
で
は
街
路
の
端
の
敷
石
の
合
わ
せ
目
に
点
々

と
列
を
な
し
て
生
え
て
い
る
ス
ミ
レ
（
主
と
し
て

ア
ツ
バ
ス
ミ
レ
）
を
観
察
し
た
。
渡
辺
さ
ん
の
話

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
も
と
も
と
蟻
が
ミ
ツ
の
つ
い

た
ス
ミ
レ
の
種
子
を
運
ぶ
途
中
に
落
と
し
て
い
っ

た
結
果
だ
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
ア
リ
ン
コ
の
道

は
ス
ミ
レ
の
道
に
な
っ
た
訳
で
す
。
さ
な
が
ら
、

フ
ァ
ー
ブ
ル
の
昆
虫
記
を
読
む
よ
う
な
面
白
さ
で

し
た
。
こ
こ
に
は
、タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、コ
ス
ミ
レ
、

ア
ツ
バ
ス
ミ
レ
が
観
察
さ
れ
、
ま
た
次
の
観
察
地
、

城
中
の
カ
ッ
パ
の
碑
及
び
稲
荷
神
社
近
辺
の
街
路

の
方
は
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
マ
ル
バ
ス
ミ
レ
、
コ

ス
ミ
レ
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
二
ヶ
所

は
全
般
的
に
み
て
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
が
一
番
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
最
後
の
観
察
地
、
新
地
町
へ

は
三
日
月
橋
近
く
の
ア
ヤ
メ
園
駐
車
場
ま
で
車
で

息
も
つ
く
こ
と
も
で
き
ず
超
ガ
ン
バ
ッ
タ
！

畝
の
完
成
も
近
い
の
で
、
い
よ
い
よ
種
芋
を
土
に

い
れ
て
、
栄
養
分
肥
料
を
種
芋
の
間
に
置
い
て
、

両
足
を
使
っ
て
土
を
か
け
た
。
１
５
畝
完
成
！
時

間
に
遅
れ
た
ご
家
族
も
何
気
無
く
仲
間
に
入
っ
て

い
る
。

　

ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
時
で
し
た
が
、
そ
こ
の
所
を

も
う
ヒ
ト
ガ
ン
バ
リ
で
、
里
芋
の
３
畝
も
完
成
。

種
類
別
の
標
識
も
立
ち
ま
し
た
。

　

肥
料
（
と
ん
ぷ
ん
）
の
中
か
ら
カ
ブ
ト
虫
の
幼

虫
を
発
見
し
た
り
、
淡
紫
の
小
さ
な
蝶
や
、
と
っ

て
も
綺
麗
な
彩
り
の
ト
カ
ゲ
に
出
合
っ
た
り
、「
カ

メ
ム
シ
」
と
い
う
名
前
を
教
わ
っ
た
り
、
植
物
だ

け
で
は
な
い
世
界
と
の
ご
対
面
も
あ
り
ま
し
た
。

十
時
三
十
分
、
本
日
の
予
定
は
無
事
に
終
了
。
少

し
残
っ
た
種
芋
は
、
家
で
試
し
に
育
て
て
も
ら
う

よ
う
に
、
お
持
ち
帰
り
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
自

家
で
育
て
る
楽
し
み
は
格
別
な
味
の
も
の
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

前
年
の
収
穫
祭
に
参
加
さ
れ
、
そ
の
感
触
か
ら

今
年
は
、
育
て
る
と
き
か
ら
の
ご
希
望
で
参
加
さ

れ
た
数
組
の
御
家
族
も
あ
り
ま
し
た
。
次
回
は
四

月
十
九
日
で
す
。
三
週

間
後
で
は
発
芽
に
は
少

し
早
い
よ
う
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
変
化
が

待
っ
て
い
る
の
か
楽
し

み
で
す
。

　

準
備
万
端
い
っ
ぱ
い

協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
会
員
諸
氏
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

行
き
、
そ
の
先
は
徒
歩
。
橋
を
渡
り
右
折
を
せ
ず

直
進
。
春
霞
の
か
か
っ
た
牛
久
沼
を
左
手
に
見
な

が
ら
簡
易
舗
装
さ
れ
た
だ
ら
だ
ら
坂
を
登
る
。
人

の
登
り
下
り
は
楽
だ
が
道
端
の
植
物
に
と
っ
て
は

ど
う
か
な
と
思
い
な
が
ら
歩
く
。
こ
の
坂
道
は
登

り
つ
め
た
と
こ
ろ
で
右
折
を
す
る
が
、
曲
が
り
角

に
ス
ミ
レ
な
ら
ぬ
ハ
ナ
ニ
ラ
の
群
落
が
あ
り
、
今

年
も
薄
紫
の
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。
そ

の
ま
ま
岡
の
上
に
広
が
る
畑
中
の
道
を
通
り
雑
木

林
を
抜
け
て
東
林
寺
の
裏
手
に
出
る
と
、
そ
こ
に

は
ア
オ
イ
ス
ミ
レ
、
ニ
オ
イ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、

マ
ル
バ
ス
ミ
レ
が
観
察
さ
れ
た
。
帰
路
は
ウ
グ
イ

ス
な
ど
の
小
鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら
岡
を
回
り
、

東
林
寺
の
下
に
出
て
三
日
月
橋
に
戻
っ
た
。

　

今
回
、
一
般
参
加
者
の
間
か
ら
牛
久
に
こ
ん
な

良
い
所
が
有
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
の
声
が
聞

か
れ
た
。
い
つ
ま
で
も
こ
の
環
境
を
保
ち
た
い
も

の
で
す
。

　

尚
、次
回
の
活
動
は
里
山
の
会
会
員
主
体
の
「
植

物
観
察
会
」（
林
地
の
植
物
）
を
左
記
に
て
予
定
。

五
月
十
日
（
土
）、
観
察
の
森
駐
車
場
九
時
集
合
、

十
二
時
三
十
分
解
散
。

観
察
場
所
は
観
察
の
森

（
コ
ジ
ュ
ケ
イ
の
林
）

と
東
下
根
の
雑
木
林

問
合
せ
先

０
２
９
‐
８
７
３
‐

６
４
２
６　

平
塚

里
山
自
然
観
察
隊
活
動
報
告　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
澤　

七
郎
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No.13 チャンチン

　

高
さ
３
０
ｍ
に
達
す
る
セ
ン
ダ
ン

カ
科
の
落
葉
高
木
で
す
。
チ
ャ
ン
チ

ン
の
名
は
中
国
名
の
「
香
椿
」（
シ
ャ

ン
シ
ュ
ン
）
の
読
み
が
な
ま
っ
た
こ

と
に
由
来
し
ま
す
。
強
い
香
の
あ
る

赤
く
美
し
い
新
芽
が
観
賞
用
に
愛
好

さ
れ
、
ま
た
タ
ラ
ノ
メ
の
よ
う
に
摘

ん
で
食
用
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国

原
産
で
、
わ
が
国
へ
の
渡
来
時
期
は
、

江
戸
時
代
初
期
に
来
日
し
た
明
の
高
僧
隠
元
（
イ

ン
ゲ
ン
）
が
京
都
府
宇
治
市
の
黄
蘖
山
（
オ
ウ
バ

ク
サ
ン
）
万
福
寺
に
植
え
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
万
福
寺
で
は
普
茶
料
理
（
万
福
寺
に
伝

わ
る
精
進
料
理
）
に
用
い
ら
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

わ
が
国
で
は
寺
院
や
古
い
屋
敷
に
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
牛
久
市
で
は
得
月
院
の
境
内
の
も
の
が

唯
一
の
希
少
木
で
す
。
直
径
１
３
ｃ
ｍ
ほ
ど
の
細

い
木
で
、
イ
チ
ョ
ウ
の
木
の
陰
に
立
っ
て
い
て
か

わ
い
そ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
貝
原
益
軒
は
『
大

和
本
草
』
の
な
か
で
、
「
此
木
近
年
木
幡
ノ
萬
福

寺
二
中
華
自
り
来
ル
寺
僧
葉
ヲ
以
テ
之
ヲ
羮(

カ

ン
と
読
む
餅
菓
子)

ノ
上
二
加
ヘ
テ
香
気
ヲ
助
ク

近
年
ハ
伝
へ
植
ヘ
テ
処
々
二
多
シ
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。

（

渡

辺　

泰
）

南
部
の
自
然
を
守
る
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

　

活
動
二
年
目
を
迎
え
た
南
部
の
自
然
を
守
る
会

で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
里

山
の
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
引
き
続
き
今
回
も
私
が

構
成
か
ら
デ
ザ
イ
ン
ま
で
や
ら
さ
せ
て
頂
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
際
に
こ
れ
だ
け
は
絶
対
に
し
て
は

い
け
な
い
と
思
う
こ
と
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
南
部
地
域
の
「
観
光

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
に
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
は
な
ぜ
か
。
話
は
第
２
回
代
表
者
会
議
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
が
、
会
議
に
参
加
す
る
上
で
里

山
の
会
の
出
席
者
に
「
里
山
の
会
か
ら
は
具
体
的

な
提
案
を
一
切
せ
ず
、
ま
ず
は
地
域
の
み
な
さ
ん

の
話
を
徹
底
し
て
聞
ま
し
ょ
う
。」
と
お
願
い
し

ま
し
た
。
南
部
地
域
に
は
貴
重
な
里
山
の
自
然
が

色
濃
く
の
こ
り
、
美
し
い
里
山
を
保
全
し
、
未
来

に
引
き
継
ぐ
と
い
う
会
の
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
環

境
保
全
や
利
用
の
提
案
を
し
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
南
部
地
域
は
ま
ず
第
一
に
地
域
の
方
々
の
生

産
す
る
場
で
あ
り
、
先
祖
代
々
生
活
し
て
き
た
土

地
で
す
。
そ
の
南
部
地
域
の
方
々
に
対
し
て
意
見

を
す
る
こ
と
は
、
人
の
家
に
土
足
で
踏
み
込
む
よ

う
な
も
の
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
現

地
調
査
や
さ
ら
な
る
会
議
で
話
を
進
め
て
い
く
う

ち
に
、
少
し
づ
つ
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
不
安
や

悩
み
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特

に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、「
農
家
を
信
用
し
て
欲

し
い
」「
静
か
に
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
言
葉
で

す
。
こ
の
言
葉
の
背
景
に
は
農
作
業
を
行
う
地
域

の
方
々
に
対
し
、
心
無
い
ひ
と
か
ら
の
数
々
の
非

難
や
、
不
法
投
棄
な
ど
外
部
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た

問
題
が
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う

も
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。「
健
全
な
農
業
生
産

が
出
来
る
こ
と
が
第
一
」
と
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
環
境
保
全
活
動
で
地
域

に
か
か
わ
る
際
に
大
切
な
の
は
、
地
域
に
ど
の
よ

う
な
問
題
が
あ
り
、
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
分

か
ち
合
い
、
そ
の
上
で
、
地
域
に
か
か
わ
る
利
害

関
係
者
が
将
来
像
を
共
有
し
、
そ
れ
に
向
け
て
行

動
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
さ
と
や
ま
が
っ
き
ゅ
う
を
通
じ
、
多
く
の

南
部
地
区
の
自
然
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
伝
え
た
い
、
み
ん
な
に
教
え
た
い
素
敵
な
と

こ
ろ
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
を
伝
え
る
こ
と
は
、
現
在
の
南
部
地
区
の
み
な

さ
ん
の
求
め
て
い
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
観
光
案
内
で
は
な

く
、
南
部
地
域
の
簡
単
な
紹
介
に
と
ど
め
、
南
部

の
自
然
を
守
る
会
の
概
要
と
実
際
に
活
動
す
る
際

に
使
い
や
す
い
よ
う
に
見
開
き
で
地
図
と
い
う
形

に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
南

部
地
域
に
思
い
を
寄
せ
る
み
な
さ
ん
と
あ
れ
や
こ

れ
や
と
将
来
の
話
を
語
り
合
え
る
と
思
う
と
、
と

て
も
わ
く
わ
く
し
ま

す
。

次
回
は
七
月
の
活
動

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

南
部
の
自
然
を
守
る
会
活
動
報
告　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
林　

和
浩

今月の古木・希少木

チャンチンの赤い若芽 07.4.10
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■
次
号
６
月
号
の
印
刷
発
行
は
五
月
二
八
日
（
水
）

で
す
。

　

午
後
一
時
か
ら
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
は
一
時
ま
で
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

広
報
委
員
会
よ
り
お
知
ら
せ

・
第
四
回
通
常
総
会
の
日
時
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

五
月
十
八
日
（
日
）　

総
会　

午
前
一
〇
時
～
十
二
時

記
念
セ
ミ
ナ
ー　

午
後
一
時
～
三
時

牛
久
自
然
観
察
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー　

近
日
中
に
総
会
議
案
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
際
し
て
の
お
願
い

　

う
し
く
里
山
の
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
中
は

会
員
証
の
掲
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
会
員
証

が
破
損
し
た
場
合
は
再
発
行
が
出
来
ま
す
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
一
枚
五
百
円
）

運
営
委
員
会
よ
り
お
知
ら
せ

始
め
て
三
ヶ
月
、
や
っ
と
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
こ

は
牛
久
市
の
隣
町
、
龍
ヶ
崎
市
の
県
道
沿
い
で
す
。

地
元
の
長
老
に
よ
る
と
、「
こ
の
付
近
は
広
大
な

畑
が
続
く
長
閑
な
場
所
だ
っ
た
が
県
道
が
で
き
て

か
ら
農
地
転
用
で
宅
地
化
が
進
む
と
、
状
況
は
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
」「
そ
れ
は
風
景
ば
か
り
で
は

な
い
ん
だ
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
農
村
特
有
の
行
事

も
次
々
に
途
絶
え
、
現
在
で
は
ほ
ん
の
一
部
の
農

家
で
行
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
」「
一
鍬
松
も

次
々
に
枯
死
し
、
現
在
は
三
代
目
の
も
の
が
一
本

あ
る
だ
け
だ
よ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
県
道

に
面
し
て
住
宅
街
に
囲
ま
れ
た
荒
れ
地
（
元
は
畑
）

の
一
角
に
形
の
整
っ
た
松
が
一
本
、
し
っ
か
り
と

立
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
古
木
と
は
言
い
難
い
松

で
し
た
が
、
伝
統
を
重
ん
じ
る
地
元
の
長
老
の
心

が
こ
も
っ
た
民
俗
遺
産
の
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
世
代
の
交
代
で
、
伝
統
や
風
習
は

次
々
と
風
化
し
て
い
く
こ
と
に
、
強
く
危
機
感
を

感
じ
ま
す
。

＊
カ
キ
ダ
レ
…

注
連
縄
や
玉
串
、

竹
な
ど
に
付
け

る
和
紙
で
で
き

た
飾
り
の
よ
う

な
も
の
。

＊
予
祝
儀
礼
…

農
産
物
な
ど
の

豊
穣
を
祈
っ
て
、

あ
ら
か
じ
め
模

擬
す
る
行
事
（
儀

礼
）。
鍬
初
（
く

わ
ぞ
め
）・
庭
田

一
鍬
松
（
い
ち
く
わ
ま
つ
）

〈
坂　

弘
毅
〉

　

牛
久
周
辺
地
域
に
は
正
月

三
日
に
行
わ
れ
る
〈
イ
チ
ク

ワ
〉
と
い
う
予
祝
儀
礼
が
あ

り
ま
す
。〈
作
は
じ
め
〉、〈
鍬

お
こ
し
〉、〈
打
ち
は
じ
め
〉

な
ど
と
い
う
地
方
も
あ
り
、
こ
の
行
事
の
前
に
は
、

農
具
に
触
れ
て
も
い
け
な
い
し
、
田
畑
に
入
っ
て

も
い
け
な
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
儀
式
は
、

そ
の
家
の
主
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
松
の
枝

を
三
本
用
意
し
、
そ
れ
に
直
径
三
〇
～
四
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
輪
に
し
た
注
連
縄
（
し
め
な
わ
）

に
カ
キ
ダ
レ
を
付
け
た
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の
松
の

枝
に
付
け
ま
す
。
そ
し
て
、
田
畑
の
両
方
で
土
を

三
回
、
ク
ワ
で
さ
く
っ
た
後
、
先
の
三
本
の
松
と

注
連
縄
を
置
き
、
米
を
ま
き
ま
す
。
家
に
帰
っ
て

く
る
と
土
間
に
箕
（
み
）
を
置
き
、
ろ
う
そ
く
を

立
て
、
そ
こ
に
外
で
ま
い
て
き
た
米
の
残
り
を
入

れ
た1

升
枡
と
外
で
使
っ
て
き
た
ク
ワ
を
置
き
ま

す
。
後
日
、
そ
の
米
で
ご
飯
を
炊
き
、
神
仏
に
供

え
ま
す
。
こ
の
儀
式
に
使
っ
た
松
が
そ
の
場
所
に

根
付
き
、
大
き
な
松
に
な
っ
た
の
を
〈
一
鍬
松
〉

と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
松
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
昨
年
の
暮
れ

で
し
た
。
あ
る
農
家
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
昔
の
し
き

た
り
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
て
い
る
と
き
、〈
イ
チ

ク
ワ
〉
の
儀
式
が
話
題
に
上
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
儀
式
に
つ
か
っ
た
松
が
根
づ
き
大
き
く
な
っ
て

畑
の
縁
な
ど
に
結
構
あ
っ
た
ん
だ
よ
」、「
で
も
、

今
は
見
か
け
な
く
な
っ
た
ね
え
」。

　

こ
の
松
が
何
処
か
に
あ
る
は
ず
だ
と
、
捜
索
を

植
の
類
。
小
正
月
に
行
う
も
の
が
多
い
。

（
牛
久
市
広
報
誌
記
事
か
ら
一
部
引
用
）
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会報さとやま　２００８年５月号（発行・NPO法人うしく里山の会）

事務局　300-1212 茨城県牛久市結束町４８９－１（牛久自然観察の森内）　電話０２９－８７４－６６００

５月の里山カレンダー
※活動美は都合により変更になる場合があるりますので、最新情報はホームページでご確認ください。

森：観察の森、ＮＣ：観察の森ネイチャーセンター　Ｐ：駐車場、　畑：観察の森駐車場奥の畑

コジュケイ：観察の森内コジュケイの林、　観察舎畑：観察の森内観察舎前の畑、　ムジナ：結束町の雑木林（通称ムジナの里）

市：牛久市役所、　アヤメ園：三日月橋観光アヤメ園、　（受）：受託事業、　（休園日）：観察の森休園日

1 2 3 (憲法記念日)

○アヤメ園（受） ○雑木林応援隊

　8:00アヤメ園Ｐ 　9:00炭小屋

4 (みどりの日) 5 (こどもの日) 6 (振替休日) 7 （休園日） 8 9 10
○巨木リサーチ(受 ○アヤメ園（受） ○雑木林応援隊(畑) ○アヤメ園（受） ○里山自然観察隊

　8.30市役所玄関 　8:00アヤメ園Ｐ 　9:30畑 　8:00アヤメ園Ｐ 　9:00森P

○雑木林応援隊 ○雑木林応援隊 ○雑木林応援隊

　9:00炭小屋 　9:00炭小屋 　9:00ムジナ

（会報等原稿〆切）

11 12 （休園日） 13 14 15 16 17
○雑木林応援隊 ○アヤメ園（受） ○雑木林応援隊(畑) ○アヤメ園（受） ○じゃがいも

　9:00ムジナ 　8:00アヤメ園Ｐ 　9:30畑 　8:00アヤメ園Ｐ 　9:00梅林畑

○ｴｺｱｯﾌﾟ作戦

　13:00NC

18 19 （休園日） 20 21 22 23 24
○運営委員会8:3 0NC ○アヤメ園（受） ○雑木林応援隊(畑) ○アヤメ園（受） ○巨木リサーチ(受

○第4回通常総会 　8:00アヤメ園Ｐ 　9:30畑 　8:00アヤメ園Ｐ 　8:30市役所玄関

　10:00NC

○森の聞き取りP

報告会　13:00NC

○臨時理事会

　（総会終了後）

25 26 （休園日） 27 (昭和の日) 28 （休園日） 29 （休園日） 30 31
○雑木林応援隊 ○アヤメ園（受） （休園日） ○アヤメ園（受）

　9:00炭小屋 　8:00アヤメ園Ｐ ○雑木林応援隊(畑) 　8:00アヤメ園Ｐ

　9:30畑 ○会報発送

　13:00NC

水 木 金 土日 月 火

編
集
後
記

　

一
年
で
一
番
美
し
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
草

木
は
新
緑
に
萌
え
野
鳥
や
小
さ
な
虫
た
ち
も
活
動

を
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
の
時
期
を
色
で
表
現
す
る

と
、「
萌
木
色
」
と
書
き
ま
す
。

　

春
の
萌
え
で
る
木
の
葉
の
よ
う
な
色
を
さ
し
、

平
安
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
黄
緑
の
代
表
的

な
色
名
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
萌
黄
色
と
も
書
き
ま

す
が
、
植
物
の
色
を
さ
す
一
般
的
な
色
名
で
あ
る

緑
に
対
し
て
、
黄
み
が
強
い
た
め
こ
の
文
字
が
当

て
ら
れ
た
と
も
い
い
ま
す
。
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
、

ケ
ヤ
キ
の
柔
ら
か
な
新
緑
は
と
て
も
暖
か
そ
う

で
、
自
然
界
を
柔
ら
か
く
包
み
込
ん
で
く
れ
る
よ

う
で
す
。
雑
木
林
の
林
床
で
は
、
人
々
の
心
を
癒

し
て
く
れ
た
色
と
り
ど
り
の
ス
ミ
レ
の
花
も
そ
ろ

そ
ろ
峠
を
越
し
、
次
の
野
草
た
ち
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
て
い
ま
す
。
里
山
は
萌
木
色
か
ら
濃
い
緑
へ

と
変
化
し
な
が
ら
初
夏
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
ん
な
自
然
に
抱
か
れ
て
活
動
が
出
来
る
こ
と

を
本
当
に
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
編
集
委
員
を
精
力
的
に
こ
な

し
て
く
れ
た
若
林
さ
ん
が
今
月
号
で
退
任
し
、
来

月
か
ら
新
委
員
で
会
報
さ
と
や
ま
を
継
続
さ
せ
て

い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
購
読
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
記　

坂　

弘
毅
）


